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「感動詞」の定義の変遷について
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（２） 田中義廉『小学日本文典　巻之三』 1875.11 感詞 ○
（３） 中根淑『日本文典　下巻』 1876.3 感歎詞 △ ○ ○
（４） 藤田維正・高橋富兄『日本文法問答』 1877.1 感詞 △
（５） 安田敬斎『日本小学文典　巻上』 1877.1 歎息詞
（６） 春山弟彦『小学科用日本文典　巻二上・下』 1877.2 感詞 ○ ○ ○
（７） 物集高見『初学日本文典　巻之下』 1878.7 嘆辞 ○
（８） 中島操編『小学文法書　中』 1879.1 感詞 △
（９） 浅井馨『作文用字詳説』 1884.7 感嘆詞
（10） 里見義『日本文典』 1886.6 感歎辞 ○ 注9
（11） 大槻文彦「語法指南」 1889.5 感動詞 ○ ○ 注10 
（12） 落合直文・小中村義象『日本文典』 1890.12 歎詞
（13） 手島春治『日本文法教科書』 1890.12 感歎言 ○
（14） 大和田建樹『和文典　中』 1891.4 感詞 ○ ○ △
（15） 高橋清太郎『日本文法伝精神』 1891.4 感歎詞 △
（16） 高津鍬三郎『日本中文典』 1891.6 感動詞 ○ △
（17） 村山自彊編『普通教育国語学文典　前編』 1891.12 感歎詞 ○
（18） 落合直文『日本文典』 1891-92 歎詞 ○ △
（19） 大宮宗司・星野三郎『日本小文典』 1892.1 嘆詞 ○ ○
（20） 大久保初雄『中等教育国語文典』 1892.2 感動詞 ○ ○
（21） 落合直文・小中村義象『中等教育日本文典』 1890.12 歎詞
（22） 木村春太郎『日本文典』 1892.11 感嘆詞 △
（23） 村田鈔三郎『国語文典』 1893.5 歎詞 △
（24） 落合直文・小中村義象・橋本光秋『普通日本文典』 1893.5 歎詞 ○ △
（25） 秦政治郎『皇国文典』 1893.8 感体言 ○ △





術語 助詞 呼掛 応答 備考
（27） 大宮宗司『初等教育日本文典』 1894.2 感動詞 △
（28） 加部巌夫編述『語学教授本　本編』 1894.8 感歎詞 ○ ○ ○
（29） 田中義之『受験必携日本文典問答』 1894.11 感歎詞 ○
（30） 遠藤國次郎・鈴木重尚『日本文典教科書』 1894.11
（ 感 歎 ）
助詞
○ ○ 注11
（31） 岡崎遠光『日本小文典』 1895.2 感詞 ○ ○
（32） 関根正直『普通国語学』 1895.3 感詞 ○
（33） 遠藤國次郎・平野秀吉・田中勇吉『実用文典』 1895.7 歎詞 △
（34） 服部元彦編『中等教育日本文法』 1895.8 感動詞 △
（35） 峰原平一郎『普通文典』 1895.8 感動詞 ○
（36） 新保磐次『中学国文典』 1896.3 感歎詞 ○ ○
（37） 大宮兵馬『日本語法』 1896.3 感歎詞 △ ○
（38） 大槻文彦『広日本文典』 1897.1 感動詞 ○ ○
（39） 中島幹事『中学日本文典』 1897.2 感動詞 ○ ○
（40） 渡邊弘人『新撰国文典』 1897.3 感歎詞 ○ △
（41） 中等学科教授法研究会『中学教程日本文典』 1897.3 嘆詞 ○ △
（42） 鳥山譲『国文の栞』 1897.7 感歎詞 ○ △
（43） 岡直廬『中等教育国文典』 1897.7 感歎詞 △
（44） 大久保初雄『日本中文典』 1897.7 感動辞 ○ ○
（45） 岡倉由三郎『日本文典大綱』 1897.11 感詞
（46） 大槻文彦『日本文典初歩』 1897.11 感動詞 ○ ○
（47） 和田萬吉『新撰国文典』 1897.11 感歎詞 ○ △ ○
（48） 塩井正男『中学日本文典』 1897.11 感動詞 ○ ○ ○
（49） 中島幹事『中学普通文典』 1898.3 感動詞 ○ △
（50） 三土忠造『訂正中等国文典　上巻』 1898.4 感動詞 ○
（51） 白鳥菊治『中等教育新撰日本文典』 1898.4 感動詞 ○ △
（52） 松下大三郎・宮本静『中学教程日本文典』 1898.4 感嘆詞 ○ △
（53） 味岡正義・大田寛『中等教育皇国文典』 1898.7 感歎詞 ○ △
（54） 上谷宏『中等教科新体日本文典』 1898.8 感歎詞 △
（55） 大林徳太郎・山崎庚午太郎『中学日本文典　中巻』 1899.1 感動詞 ○ △
（56） 高田宇太郎編『中等国文典』 1899.3 感歎詞 ○ △
（57） 佐方鎮子・後閑菊野『女子教科普通文典』 1899.4 感歎詞 ○ ○
（58） 大平信直『中等教育国文典』 1899.7 感詞 ○ ○
（59） 藤井籛『日本文法筌蹄』 1899.7 感嘆詞 △ 注12





術語 助詞 呼掛 応答 備考
（61） 下田歌子『女子普通文典』 1899.11 感歎詞 ○ △
（62） 鈴木忠孝『新撰日本文典』 1899.12 歎詞 △
（63） 杉敏介『日本小語典』 1900.1 感歎詞 ○ △
（64） 森下松衛編『中学国文典　巻上』 1900.3 感動詞 ○
（65） 普通教育研究会編『中学教程新撰日本文典』 1900.6 感嘆詞 ○ △
（66） 飯田永夫『日本文典大意』 1900.7 感歎詞 ○ △
（67） 野田五郎助編『新体国文法書』 1900.10 感動詞 ○
（68） 大槻文彦『日本文法教科書　上巻』 1900.11 感動詞 ○
（69） 篠崎純吉編『訂正中等国文典例解』 1900.12 感動詞 ○ △
（70） 松平静，松下大三郎補『新編日本文典』 1900.12 感動詞 ○ △
（71） 平田盛胤述『国語学日本文典』 1900 感歎詞 ○ △
（72） 帝国通信講習会編『日本文法講義』 1901.1 感動詞 ○ ○
（73） 藤井籛『日本文典』 1901.2 感嘆詞 △ ○
（74） 芋川泰次編『日本文法教科書』 1901.8 感動詞 ○ ○
（75） 塩井正男『中学国文典』 1901.9 感動詞 ○ ○
（76） 高木尚介『中等皇国文典　上巻』 1901.9 感動詞 ○
（77） 鈴木忠孝『日本文典大綱』 1902.2 感歎詞 △
（78） 新楽金橘『中等教育実用日本文典　上巻』 1902.2 感動詞 ○ △
（79） 大槻文彦『日本文法中教科書』 1902.5 感動詞 ○ ○
（80） 日野篤信『摘要日本文典』 1902.7 感動詞 △ ○
（81） 三石賤夫編『日本文典』 1902.9 感動詞 ○ △
（82） 鈴木暢幸編『日本文法』 1902.9 感動詞 ○
（83） 佐々政一『日本文典　巻一』 1902.10 感嘆詞 ○ △




1902.12 感動詞 ○ △
（86） 横地清次郎編『国文法教科書　巻三』 1903.2 感歎詞 △
（87） 大宮兵馬『中等日本文典』 1903.3 感動詞 ○ ○
（88） 永井一孝『国文法要義　第一編』 1903.4 感動詞
（89） 吉田弥平・小山左文二『新撰国文典』 1903.4 感動詞 ○ △
（90） 上村左川編『新撰和英文典問答』 1903.10 感動詞 ○ △
（91） 教育学術研究会編『師範教科国語典　上巻』 1903.11 感動詞 ○ △
（92） 明治書院編輯部編『女子日本文典　上巻』 1903.10 感動詞 △
（93） 畠山健『中等日本文典　一の巻』 1904.3 感動詞 ○





術語 助詞 呼掛 応答 備考
（95） 蓮沼諄三郎『品詞捷径』 1904.8 感動詞 ○ △
（96） 芳賀矢一『中等教科明治文典　巻之一』 1904.12 感動詞
（97） 小山左文二『日本文法の解説及び練習』 1905.1 感動詞 ○ △
（98） 六盟館編輯所編『国文典表解』 1905.1 感動詞 ○ ○
（99） 和田萬吉『日本文典講義』 1905.12 感歎詞 ○
（100） 三石賤夫『国文典』 1905.12 感動詞 ○ △
（101） 四宮憲章『国語文法提要』 1906.3 感嘆詞 ○ △
（102） 普通学講習会『表説日本文典』 1906.5 感動詞 ○ ○
（103） 門馬常次『文法応用東文漢訳軌範』 1906.7 感歎詞 ○ △
（104） 金澤庄三郎述『日本文法講義』 1905-06? 感動詞 ○ △
（105） 林治一『日本文法講義』 1907.1 感動詞 ○ △
（106） 小野辰太郎『言文一致日本文典表解』 1907.1 感歎詞 △
（107） 大林徳太郎『受験用復習用日本文典摘要』 1907.4 感動詞
（108） 森脇俊作『国文法要解』 1907.5 感動詞 △
（109） 児崎為槌『漢訳高等日本文典課本』 1907.5 感動詞 ○ △
（110） 女子教科研究会編『表説日本文典』 1907.5 感動詞 △
（111） 佐藤仁之助『受験参考日本文法解義』 1907.9 感歎詞 ○ ○
（112） 阪本芳太郎『女子日本文典参考書』 1907.9 感歎詞 ○ △
（113） 松平静『文法及作文』 1908.1 感動詞
（114） 山田孝雄『日本文法論』 1908.9 感応副詞 ○ ○
（115） 三矢重松『高等日本文法』 1908.12 感動詞 △ ○
（116） 本多亀三『普通文口語文漢文文法集成』 1910.2 感嘆詞 ○ ○
（117） 堀江秀雄『日本文典問答』 1910.6 感歎詞 ○
（118） 中等教科研究会編『中等教科摘要国文典』 1910.7 感動詞 ○ ○
（119） 物集高見校閲・林治一著『国文法解義』 1910.8 感動詞 △
（120） 明治中学会編『言文一致国文法講義』 1911.4 感動詞 ○ ○
（121） 神谷保朗『増訂中等教科国文法要綱』 1911.6 感動詞 ○
（122） 教育研究会編『小学校教員検定受験用国文法講義』 1911.9 感動詞 ○ △
（123） 芝野六助・大石市太郎・小野忠治編『語法要覧』 1912.6 感動詞 ○ △










































































































術語 助詞 呼掛 応答 備考
（125） 中等教育学会編『国文』 1912.8 感動詞 ○ ○
（126） 高橋竜雄述『日本文典講義』 1913.3 感歎詞 ○ ○
（127） 友田宜剛『小学教育に於ける文法と綴方との解決』 1913.10 感動詞 △ △
（128） 落合直文『普通文典』 1915.7 感歎詞 ○
（129） 鈴木松太郎『日本文法』 1915.12 感動詞 ○
（130） 高橋竜雄『大正文典要義』 1915.12 感動詞 △ △
（131） 岡田正美編『新編実用日本文典』 1916.1 感動語 △ △
（132） 日下部重太郎編『日本ローマ字文自在』 1916.7 感動詞 ○ ○
（133） 井上宗助・大野佐吉『国定読本文語法と口語法』 1916.9 感動詞 ○ △ △
（134） 野村八良『女子教科新国文法　上巻』 1916.10 感動詞 ○ ○
（135） 国語調査委員会編・文部省『口語法』 1916.12 感動詞 ○ ○
（136） 山内伊蔵『国語要説』 1917.7 感動詞 ○ △
（137） 大石市太郎編『語法要覧』 1917.10 感動詞 ○ △
（138） 山田孝雄・内海弘藏『中等国文法教科書　上巻』 1917.10 感動詞 △ 注15
（139） 保科孝一『大正日本文法　上巻』 1917.10 感動詞 ○ ○ ○
（140） 吉沢義則『中等日本文法教科書』 1917.11 感動詞 △ △
（141） 吉岡郷甫『中等国語法』 1918.6 感動詞 △
（142） 小原要逸編『文法要説』 1918.7 感動詞 △
（143） 保科孝一編『大正日本文法教授参考書』 1918.7 感動詞 ○ ○
（144） 鴻巣盛広『新撰国語法』 1920.8 感動詞 △
（145） 谷垣勝蔵『日本活語法』 1920.11 感歎詞 ○ ○ △
（146） 小林好日『標準語法精説』 1922.10 感動詞 ○ ○ ○





術語 助詞 呼掛 応答 備考
（148） 吉沢義則『中等新国文典別記』 1923.6 感動詞
（149） 村上直治郎編『品詞仮名遣及送仮名法』 1923.6 感動詞 ○
（150） 福永勝盛『新撰国文典』 1923.7 感動詞 △
（151） 春日政治『新体中等国文法』 1923.11 感動詞 注16
（152） 松下大三郎『標準日本文法』 1924.12 感動詞 △ △
（153） 三並倢作『新仮名遣と常用漢字の字引』 1925.9 感歎詞 ○ △ △
（154） 荒瀬邦介『問答式学生の国文法』 1925.9 感動詞 △ △
（155） 石田貞吉『国文法の解義と練習』 1926.1 感動詞 ○ ○
（156） 中村好『学習参考受験準備国文法要解』 1926.6 感動詞 △ △
（157） 吉岡郷甫『文語口語対照語法』 1926.7 感歎詞 ○ ○
（158） 綾田方剛『学生参考の国文法』 1926.8 感動詞 ○ ○ ○
（159） 三浦圭三『綜合日本文法講話』 1926.9 感歎詞 ○ △ △
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術語 助詞 呼掛 応答 備考
（161） 小林好日『国語国文法要義』 1927.3 感動詞 ○ ○
（162） 松下大三郎『改撰標準日本文法』 1928.4 感動詞 ○ △ △
（163） 平尾須美雄『中等参考国文法の要領』 1928.7 感動詞 ○
（164） 笹川種郎・関根正直『昭和国文法提要』 1928.11 感動詞
（165） 小林鶯里『国文法の知識』 1929.4 感動詞 ○




1929.10 感動詞 △ △ 注18




1932.4 感動詞 ○ ○
（170） 佐成謙太郎『新修女子日本文法』 1932.9 感動詞 ○ ○ 注19
（171） 吉沢義則『修正新制中学文典教授書』 1932.12 感動詞 ○ ○
（172） 石川在脩『自学受験要領適確なる国文法』 1933.2 感動詞 ○ ○





























術語 助詞 呼掛 応答 備考
（175） 吉田弥平『中学日本文典　第一学年用』 1933.9 感動詞 ○ △ △
（176） 木枝増一『文語法精説』 1933.12 間投詞 ○ ○
（177） 湯沢幸吉郎『口語法精説』 1934.3 感動詞 ○ ○
（178） 守屋武士『整理された文法知識』 1934.3 感動詞 △




1935.1 感動詞 ○ △ △
（181） 明治書院編輯部編『国文法大意第二版中学一学年用』 1935.5 感動詞 △ 注20
（182） 丸山茂『学習受験一目でわかる国文解釈法』 1935.5 感動詞 ○ ○
（183） 山田圀臣『国文法の学習と練習』 1935.7 感動詞 ○ ○
（184） 吉沢義則『改訂女子新国文典別記』 1935.10 感動詞 ○ ○
（185） 松尾捨治郎『新撰国語法教授参考書』 1935.11 感動詞 △ △
（186） 徳田浄『新制国文法』 1936.2 感動詞 △
（187） 藤村作『中等教科文法初級用教授用書』 1936.5 感動詞 ○ ○
（188） 佐成謙太郎『三訂女子学習文法』 1936.9 感動詞 △ △
（189） 佐成謙太郎『新修日本文法教授資料初年級用』 1936.11 感動詞 ○ ○
（190） 太田行蔵『学習受験国文法指針』 1936.11 感動詞 △
（191） 木枝増一『高等国文法新講品詞篇』 1937.2 感動詞 ○ ○
（192） 牧野栄三『簡明適切国文法と書取の新研究』 1937.10 感動詞 △
（193） 大和信夫『文語口語対照受験問題解答国文法要義』 1937.10 感動詞 ○ ○
（194） 保科孝一『新編女子日本文法教授要領初学年用』 1937.12 感動詞 ○ ○
（195） 松尾捨治郎『国語法大綱』 1939.5 感動詞 △
（196） 村上塾指導部『受験の指針国文法の建設と完成』 1940.10 感動詞 ○ ○
（197） 杉山栄一『国語法品詞論』 1942.12 終止詞 △ △
―　　―36
やうに文の終に用ひられるものがあるが，本書
ではそれ等を助詞の中に入れてある。元来此の
種の助詞と感動詞の区別に就ては，学者によつ
て見解を異にしてゐて，かの大槻博士の言海，
金澤博士の辞林などは，此等の語を感動詞とし
て取扱つて居られるやうであるが，其の他の多
くの学者は感動の意をもつ助詞として，助詞に
属せしめて居るやうである。」（p.154）と論じ
ており，この文典の執筆当時，すなわち昭和初
期においては，「多くの学者」が助詞を感動詞
には含めない立場をとっているという認識が広
まっていたとみられる。
　「呼掛」の列において，「△」・「○」の印がつ
いたのは，全37文献中34文献（91.9％，「△」
＝13文献，「○」＝21文献）である。大正期と
同様，大半の文献が感動詞に呼びかけの機能を
認めている。
　「応答」の列において，「△」・「○」の印がつ
いたのは，全37文献中28文献（75.7％，「△」
＝９文献，「○」＝19文献）である。大正期の
58.3％からさらに数字を伸ばしており，感動詞
に応答の機能を認めることが一般的になりつつ
あったことを示している。
　「呼掛」・「応答」の割合の増加に関連し，昭
和期になると，感動詞について，「感動の表出」，
「呼びかけ」，「応答」の機能を有すると明言す
る文献が増える。「呼掛」・「応答」の両列に「○」
の印がついた文献は，明治期では全124文献中
９文献（7.3％），大正期では全36文献中８文献
（22.2％），昭和期では全37文献中19文献（51.4％）
である。
　（171）の吉沢義則『修正新制中学文典教授書』
（1932年12月）では，「感動詞」について，次の
ように解説している。
　　感動詞は普通次のやうに分類してゐる。
　　（一）　感情を表すもの
　　　あゝ　あら　あな　おや　あはれ　おゝ
　　（二）　呼掛を表すもの
　　　やあ　おい　やよ　おうい　いで　もし
　　　もし＼／　いざ　すは
　　（三）　応答を表すもの
　　　はい　へい　えゝ　いゝえ　いや
（p.15）
　「普通」という表現が用いられるほどに，昭
和初期において，感動詞の機能は「感動の表出」，
「呼びかけ」，「応答」に分類されるという認識
が広まっていたと考えられよう。
　以上，本項では昭和期の文典における感動詞
の記述を概観した。
4．まとめ
　第３節では，明治期，大正期，昭和期の文典
における感動詞の定義を観察した。その成果を
整理すると，以下のようになる。
シ．「感動詞」の術語は，明治後期より「感
歎詞（感嘆詞）」よりも広く使われるよう
になり，昭和期には９割超の文典で用いら
れるようになっていた。
ス．明治期には「助詞」を感動詞の一類とす
る立場の文典の方が多いが，大正期には「感
動詞＝独立語」であると論ずる文典が増え
るようになり，昭和期には約９割の文典が
助詞を感動詞から除外している。
セ．感動詞に「呼びかけ」の機能を認めるこ
とは，明治中期には一般的になっていた。
ソ．感動詞における「応答」の機能は，明治
期には１割強の文典でしか認められていな
いが，大正期には半数以上，昭和期には７
割超の文典で認められるようになった。
タ．感動詞は「独立語」であり，かつ「感動
の表出」，「呼びかけ」，「応答」の機能を有
するという認識は，昭和初期には広まって
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いたのではないか。
　現代における感動詞に対する認識は，昭和初
期には一般的になっていたと考えられる，とい
うのが本稿の結論である。
5．おわりに
　本稿では近代の文典を資料として，現代にお
ける感動詞の成立について考察したが，紙面の
都合もあり，限られた文典しか示すことができ
なかった。より詳細に論ずるためには，さらに
多くの資料を観察する必要があろう。
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